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問1  タービン発電機2台が，経済負荷配分の法則に従って負荷に電力を供給している。各発電機ユニットの燃料費と出力限界は以下の通りである。

G1:
F1=60000+8000P1+1.6P12  [円/MWh]


200 ( P1 ( 600 [MW]

G2:
F2=300000+7000P2+2P22  [円/MWh]


200 ( P2 ( 700 [MW]

以下の問に答えよ。  (各5点，合計25点)

(1) 制約条件がなかった場合，最も経済的な出力配分となる条件を説明せよ。

  → 両曲線の勾配が等しいとき，増分燃料費が等しいとき
(2) 制約条件がなかった場合，負荷600MWのとき最も経済的なそれぞれの出力を求めよ。

  → 
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(3) 制約条件があった場合，負荷600MWのとき最も経済的なそれぞれの出力を求めよ。

  → 
[image: image4.wmf][MW]
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(4) そのときのそれぞれの単位時間あたりの運転コストを求めよ。

  →  G1 : 
[image: image6.wmf][
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     ※単位時間あたりであり，単位出力あたり，ではないことに注意
(5) そのときそれぞれの増分燃料費を求めよ。

  → 
[image: image8.wmf][
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問2  容量100MWの送電線路が3回線並列に接続されている。特性はすべて同じく，1回線あたり事故確率 1(10-3，平均事故継続時間 1.0 [h]である。以下の問に答えよ。  (各5点，合計25点)

(1) この送電線路の構成図を記載せよ。

  → (略)

(2) この送電線路1回線あたりの平均健全継続時間を求めよ。

  → 1000[h]
(3) この送電線路1回線あたりの期待可能送電電力を求めよ。

  → 99.9 [MW]
(4) この3回線並列送電線全体の平均健全継続時間を求めよ。
  → 33.3 [h]

(5) この3回線並列送電線全体の期待可能送電電力を求めよ。

→ 299.7 [MW]
問3  テキストp.24に準じて，線路インピーダンス
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に変更した場合の受電端電圧を計算で求めたい。以下の問に答えよ。(各5点，合計25点)

(1) 本解析で使用する計算方法の特徴を述べよ。

  → ガウスザイデル法を使用する，その上で以下の4つのうち2つが含まれていれば正解とする

     (1) 問題は非線形方程式である，(2) 収束計算である，(3) 漸化式を得る

(4) 負荷はインピーダンスではなくP-Qの組として扱う

あるいは潮流計算の説明でも良い

(2) 線路アドミタンスの値を求めよ。
  → 
[image: image11.wmf]99
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(3)数字の入った漸化式を示せ。

  → 
[image: image12.wmf](
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(4) 1回目に求めた受電端電圧を求め，直交座標表示で示せ。

  → 
[image: image13.wmf]0074
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(5) これを絶対値と偏角として示せ。
→ 
[image: image14.wmf]°
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問4  以下のうち，それぞれ最も正しい答えを選択して，アルファベットに○をせよ。 (各5点，合計25点)

(1) 電力事業関連

A. 電気事業は，規制が強化させつつある  → 緩和されつつある
B. 電力の調達において，株のような取引は不可能である  → 卸電力取引所にて可能である
C. 託送とは，発電設備を共有して電力供給を行うことである  → 発電設備ではなく送電設備を共有する
D. 送電線の利用は，所有者である電力会社以外にも開放されている → 正しいので○
E. 一般家庭でも電力の購入先を選択することが可能である → 現在は不可能，2008年頃自由化を議論中
(2) 三相回路の不平衡計算関連

A. いかなる三相回路のフェーザ成分も，対照座標成分に分解することができる → 正しいので○
B. L-Lの場合は零相電流が生じる → 正相成分と逆相成分のみ

C. 2LGの場合は逆相電圧が生じる → 逆相電流が生じる，が正
D. 三相平衡運転では，逆相電流が存在している → 正相成分のみ
E. 変圧器のΔ結線では，零相インピーダンスが定義される → 中性点インピーダンスがないので定義されない
(3) 安定度関連
A. 発電設備の大部分は，永久磁石式の同期発電機である → 回転界磁式が正
B. 発電機のエネルギー過不足は，周波数には無関係である → 関係しているのでエネルギー過不足で周波数が変動する
C. 2回線送電は，1回線送電よりも安定度の点で不利である → 有利である
D. 送電途中の電圧を一定値に維持することは，安定度の点で有利である → 正しいので○
E. 送電可能電力は，電圧や線路インピーダンスに依存するが，発電機の位相角とは無関係である → 関係あり
(4) 周波数・電圧制御関連

A. ノーズカーブの先端は，位相角が180deg.の運転点である → 90deg.が正
B. 周波数変動の許容限度は，主として需要家サイドからの要求によって決定される → 発電タービンが主
C. 高圧送電設備の許容電圧変動幅は，電気事業法によって規定されている。 → 規定されているのは低圧のみ
D. TBCでは，系統周波数のみを監視している → 連系線潮流も見ている
E. タップ制御可能な変圧器では，限流装置が用いられている → 正しいので○
. 
(5) その他

A. Δ結線の配電方式では，中性点接地がとれるため，対地電圧の低下の点で有利である → 取れない
B. スポットネットワークは一般家庭にも普及しており，もっとも信頼性の高い配電方式である → 高層ビル等のみ
C. SVRは一種の変圧器であるが，一般の変圧器と比較すると電圧調整可能範囲は極めて狭いといえる → 正しいので○
D. 広域運用では，10電力会社が連系され，経済運用や緊急時の電力融通が可能となっている → 9社が正
E. 周波数変換所では，自励式変換器が使用されていて，調相設備は不要である → 他励式変換器なので調相設備必要
 (以上)
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